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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 ケイ酸質肥料の合理的な施用を目的に、２種類の異なるケイ酸濃度の灌流水を用い、３種類の

土壌を供試して、水田におけるケイ酸の行動と収支が明らかにした。

（１）  水稲は土壌から可溶化するケイ酸と潅漑水から供給されるケイ酸を速やかに吸収した。作土の

土壌溶液のケイ酸濃度が、水稲移植後約１ヶ月後から急激に低下する。

（２）  地温の上昇とともに土壌から可溶化するケイ酸が増加し、浸透水のケイ酸濃度は高った。

（３）  ７月下旬までの浸透水のケイ酸濃度は、潅漑水の濃度差を反映していたが、その後、両者の差

はわずかとなった。これは、最高分けつ期以降、水稲の生育が旺盛となり、根が下層へ到達した

ためと考えられた。

（４）  水田における１作当たりのケイ酸の収支は、潅漑水からの供給が11～37g/m2、稲 による吸収

が80～162g/m2、浸透による溶出が12～20g/m2であり、土壌から70～150g/m2が可溶化してい

ると計算された。

（５）  水稲が吸収するケイ酸を100％とすると潅漑水の供給は8～37％、土壌から可溶化されるケイ酸

が78～104％になった。

（６）  ケイ酸濃度の高い潅漑水の供給により稲のケイ酸吸収量が高まった。

（７）  以上の傾向は、灰色低地土、花崗岩質土、黒ボク土の３土壌とも同様であった。

２ 期待される効果

（１）  水稲が吸収するケイ酸の供給源としての灌漑水と土壌ケイ酸の役割を示す基礎的な情報であ

り、水田におけるケイ酸診断の資料として活用出来る。

（２）  灌漑水および土壌のケイ酸供給量のデ－タ－を整備し、地域、水系、土壌型別にマップ化する

ことによって、合理的なケイ酸資材の施用指針を作成が可能である。

３ 適用範囲

県下全域

４ 普及場の留意点

（１）  花崗岩質土壌、灰色低地土壌および黒ボク土壌の３種類の供試土壌は、福島県の代表的な土

壌である。

（２）  福島県における農業用水のケイ酸濃度は、5～33mg/Lであり、県平均が 16mg/Lである。
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